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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
お
健
や
か
に
新
年
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
は
組
合
に
深
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
は
、

世
界
は
、
経
済
は
、
ど
う
な
っ
て
い
く

の
で
し
ょ
う
。
皆
様
も
危
惧
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
何
と
か
良
い
方

向
へ
導
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
今
回
は
新
年
に
は
ふ
さ
わ
し

く
な
い
マ
イ
ナ
ー
な
話
を
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

　

ト
ッ
プ
の
仕
事
は
日
常
か
ら
無
数
の

課
題
が
あ
り
こ
れ
を
紐
解
い
て
解
決
し

て
行
く
事
だ
と
思
う
。
そ
の
時
の
真
実

（
現
象
）は
常
に
一
つ
で
あ
る
。
し
か

し
、解
釈
は
人
の
数
だ
け
あ
る
。

　

ご
存
知
の
方
も
居
る
と
思
い
ま
す

が
、
有
名
な
ア
フ
リ
カ
の
商
社
マ
ン
の

話
で
す
が
、
商
社
マ
ン
二
人
が
裸
足
で

生
活
し
て
い
る
ア
フ
リ
カ
人
を
見
て
、

解
釈
が
分
か
れ
た
。

Ａ「
靴
を
履
い
て
い
な
い
」－「
だ
か
ら

無
限
の
ニ
ー
ズ
が
有
る
」

Ｂ「
靴
を
履
い
て
い
な
い
」－「
だ
か
ら
、

こ
こ
に
は
ニ
ー
ズ
が
な
い
」

　

二
人
が
見
て
い
る
事
実
は
同
じ
だ

が
、
解
釈
は
反
対
で
あ
る
。
あ
る
い
は

現
代
人
は「
何
も
感
じ
な
い
」が
多
い
か

も
し
れ
な
い
。

　

同
じ
現
象
を
見
て
も
、
そ
の
人
の
人

生
や
価
値
観
に
よ
っ
て
解
釈
は
無
限
に

あ
る
。

　

ど
の
会
社
も
似
て
い
る
問
題
に
直
面

し
て
も
、
ト
ッ
プ
の
解
釈
は
バ
ラ
バ
ラ

で
あ
り
、ト
ッ
プ
の
解
釈
が
会
社
を「
存

続
」か「
潰
す
」か
の
社
運
を
決
め
て
し

ま
う
と
思
う
。

「
存
続
社
長
と
潰
す
社
長
の
法
則
」か
ら

・ 

存
続
社
長
は
、
一
分
の
遅
刻
を
許
さ

な
い
。

　

潰
す
社
長
は
、
一
時
間
の
遅
刻
を
許

さ
な
い
。

・ 
存
続
社
長
は
、
年
上
の
部
下
に
好
か

れ
る
。

　

潰
す
社
長
は
、
年
下
の
部
下
の
み
で

固
め
る
。

・ 

存
続
社
長
は
、
自
分
か
ら
社
員
に
挨

拶
す
る
。

　

潰
す
社
長
は
、
社
員
か
ら
挨
拶
さ
れ

る
の
を
待
つ
。

・ 

存
続
社
長
は
、他
の
業
界
か
ら
学
ぶ
。

　

潰
す
社
長
は
、
業
界
内
で
真
似
を
す

る
。

・ 

存
続
社
長
は
、「
入
社
三
ヶ
月
の
社

員
で
も
売
れ
る
よ
う
に
」が
口
癖
。

　

潰
す
社
長
は
、
自
分
な
ら
売
れ
る
が

口
癖
。

・ 

存
続
社
長
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受

け
る
。

　

潰
す
社
長
は
、広
告
を
載
せ
る
。

・ 

存
続
社
長
は
、ヒ
ン
ト
を
さ
さ
や
く
。

　

潰
す
社
長
は
、ハ
ッ
パ
を
か
け
る
。

・ 

存
続
社
長
は
、
リ
ン
ゴ
の
周
辺
を
描

く
。

　

潰
す
社
長
は
、
リ
ン
ゴ
そ
の
も
の
を

　

書
く
。（
な
ど
等
）
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こ
の
よ
う
に
書
い
て
あ
り
ま
す
が
そ

の
ま
ま
鵜
呑
み
に
す
る
の
は
ど
う
か
と

思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
も
い
く
つ
か
は

心
当
た
り
が
有
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

ま
た
、「
あ
と
十
年
で
消
え
る
仕
事
」

が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
業
種

を
上
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

倉
庫
作
業
員（
自
動
化
）レ
ン
タ
ル
ビ

デ
オ
店
員（
店
舗
激
減
）ホ
テ
ル
受
付

（
ロ
ボ
ッ
ト
が
加
速
）ウ
エ
イ
タ
ー　

ウ

エ
イ
ト
レ
ス（
回
転
す
し
化
）タ
ク
シ
ー

ド
ラ
イ
バ
ー
（
自
動
運
転
）　

歯
科
技

工
士（
3
D
プ
リ
ン
タ
ー
置
換
）な
ど

沢
山
あ
り
、
A
I
が
進
む
と
更
に
電

話
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
、ス
ポ
ー
ツ
審
判
、翻

訳
、レ
ジ
係
、な
ど
何
十
業
種
が
人
間
が

や
ら
な
く
て
も
良
い
よ
う
に
な
っ
て
い

く
の
で
し
ょ
う
か
。
興
味
の
あ
る
方
は

是
非
一
読
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

た
だ
、
こ
の
内
容
を
よ
く
見
る
と

サ
ー
ビ
ス
業
や
侍（
士
）業
が
多
く
を
占

め
て
お
り
製
造
業
、
も
の
づ
く
り
が
少

な
い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
が
、
製
造
業

は
数
十
年
前
か
ら
コ
ス
ト
低
減
の
為
の

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
自
動
化
が
進
ん
で

来
て
い
る
せ
い
な
の
で
し
ょ
か
。
し
か

し
国
内
の
製
造
業
が
減
少
し
て
行
く
中

で
危
機
感
は
ぬ
ぐ
え
な
い
と
思
い
ま

す
。

　

日
常
の
中
で
う
っ
か
り
で
な
く
し
っ

か
り
仕
事
に
当
た
り
皆
一
緒
に
今
年
も

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

暗
い
内
容
で
し
た
が
反
面
教
師
と
し

て
捉
え
て
頂
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

結
び
に
会
員
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て

今
年
が
更
な
る
飛
躍
の
年
に
な
る
よ
う

ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
挨
拶
と
し
ま

す
。

　

平
成
28
年
10
月
5
日（
水
）午
後
1
時

40
分
よ
り
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
に
於

い
て
、
組
合
員
企
業
の
公
害
防
止
管
理

者
を
対
象
に
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

矢
澤
一
久
環
境
委
員
の
司
会
で
行
わ

れ
、
吉
田
幸
司
副
理
事
長
の
開
会
の
辞

に
続
き
、
黒
澤
久
理
事
長
が
次
の
よ
う

に
挨
拶
し
ま
し
た
。

「
今
年
度
2
事
業
所
の
組
合
へ
の
新
規

加
入
を
得
た
が
、
1
事
業
所
が
脱
退
と

な
っ
た
。
日
頃
よ
り
申
し
て
い
る
が
、

埼
玉
県
に
事
業
所
が
あ
る
が
他
県
に
本

社
が
あ
る
た
め
組
合
に
未
加
入
な
事
業

所
が
多
い
。
排
水
は
埼
玉
に
流
し
て
い

る
の
で
ぜ
ひ
埼
玉
県
の
組
合
に
も
加
入

を
と
促
し
て
い
る
。

　

東
京
都
の
豊
洲
市
場
の
土
壌
汚
染
が

問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
我
々
と
は
問

題
が
異
な
る
が
、他
人
ご
と
で
は
な
く
、

気
を
付
け
て
行
か
な
け
れ
ば
と
思
う
。

　

組
合
事
業
の
大
き
な
柱
で
あ
る
排
水

分
析
は
、
組
合
員
事
業
所
の
多
く
が
法

律
に
定
め
ら
れ
て
い
る
自
主
分
析
に
利

用
し
て
い
る
。
行
政
の
立
入
分
析
の
結

果
と
合
わ
せ
て
、年
一
回
、排
水
管
理
優

良
事
業
所
表
彰
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
各
事
業
所
の
公
害
防
止
対
策
の
意

識
を
高
め
、
も
っ
て
排
水
事
故
の
未
然

「
公
害
防
止
管
理
者
定
期
研
修
会
」を
開
催
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防
止
に
役
立
つ
よ
う
組
合
の
大
切
な
事

業
と
考
え
て
い
る
の
で
、
各
事
業
所
の

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

今
後
環
境
へ
の
規
制
は
益
々
厳
し
く

な
っ
て
行
く
と
考
え
る
。
全
鍍
連
及
び

他
都
道
府
県
組
合
と
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん

で
、
国
や
県
に
我
々
め
っ
き
業
界
の
要

望
を
強
く
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
る

の
で
、
各
組
合
員
の
ご
協
力
を
仰
ぎ
た

い
。」

　

続
い
て
、
埼
玉
県
環
境
部
水
環
境
課

課
長
の
葛
西
聡
様
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
き

ま
し
た
。

　

第
一
講
演
は「
最
近
の
水
環
境
行
政

に
つ
い
て
」と
題
し
、埼
玉
県
環
境
部
水

環
境
課
主
任
奥
村
健
様
に
ご
講
演
を
お

願
い
致
し
ま
し
た
。
講
演
内
容
は
、
以

下
の
通
り
で
す
。

1
． 

近
年
の
環
境
問
題
の
動
向

①
新
た
な
課
題
に
つ
い
て
の
世
界

の
動
き「
自
然
共
生
社
会
・
低
炭

素
社
会
・
循
環
型
社
会
」

②
水
生
生
物
の
保
全
に
関
す
る
環

境
基
準「
水
生
生
物
の
保
全
も
重

要
な
観
点
と
な
っ
て
来
て
い
る
」

2
． 

県
内
の
河
川
環
境
の
現
状

①
公
共
用
水
域
の
水
質
の
状
況
に

つ
い
て

②
河
川
に
係
る
施
策
の
紹
介「
川
の

国
埼
玉
は
つ
ら
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
水
辺
空
間
の
利
活
用
の
推

進
」

3
． 

異
常
水
質
事
故
の
未
然
防
止

①
異
常
水
質
事
故
発
生
件
数
の
推

移
②
異
常
水
質
事
故
の
発
生
原
因（
油

類
の
流
出
、
魚
類
の
へ
い
死
、
着

色
水
濁
水
の
流
出
）

③
異
常
水
質
事
故
が
重
大
化
し
た

事
例
と
そ
の
原
因

④
異
常
水
質
事
故
の
未
然
防
止
対

策

4
．
水
質
総
量
規
制
基
準
の
一
部
改
正

（
予
定
）の
お
知
ら
せ

　

第
7
次
総
量
削
減
計
画
の
紹
介

5
．
近
年
の
規
制
基
準
改
正
の
お
知
ら

せ①
排
水
基
準
の
改
正

　

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

　

0.3
↓
0.1（
平
成
27
年
10
月
21
日
〜
）

②
暫
定
排
水
基
準
の
改
正

　

ほ
う
素
及
び
そ
の
化
合
物

　

ふ
っ
素
及
び
そ
の
化
合
物

　

ア
ン
モ
ニ
ア
・
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
化

合
物

　

亜
硝
酸
化
合
物
及
び
硝
酸
化
合

物

　

1
、4
‐
ジ
オ
キ
サ
ン

　

亜
鉛

③
土
壌
汚
染
対
策
法
へ
の
追
加

　

ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
の
特
定
有
害

物
質
へ
の
追
加

　

第
二
講
演
は
、「
廃
棄
物
資
源
化
・
減

容
化
に
つ
い
て
」と
題
し
、
株
式
会
社

J
E
M
C
O
代
表
取
締
役
神
谷
正
光

様
に
ご
講
演
を
お
願
い
致
し
ま
し
た
。

講
演
内
容
は
、以
下
の
通
り
で
す
。

廃
棄
物
削
減
へ
の
取
組
み

①
廃
棄
物
の
可
視
化

　

排
出
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

②
廃
棄
汚
泥
の
資
源
化

　

め
っ
き
汚
泥
の
有
価
物
化

③
廃
棄
汚
泥
の
減
容
化

　

新
し
い
凝
集
吸
着
剤
の
紹
介

④
無
害
化

　

亜
鉛
の
除
去
、
六
価
ク
ロ
ム
の
除

去
⑤
分
離
回
収

　

プ
ラ
め
っ
き
素
材
等
分
離
困
難
な
廃

棄
物
の
有
価
物
化
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ま
た
、
当
研
修
会
に
都
合
で
参
加
で

き
な
か
っ
た
事
業
所
を
対
象
に
、
平
成

28
年
11
月
24
日（
木
）午
後
2
時
よ
り
、

組
合
事
務
所
内
の
会
議
室
で
行
い
ま
し

た
。
当
日
は
、
研
修
会
の
ビ
デ
オ
上
映

を
行
い
公
害
防
止
へ
の
再
確
認
と
理
解

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
埼
玉
県
鍍
金
工
業
組
合
の

組
合
員
企
業
の
環
境
へ
の
意
識
の
高
さ

と
前
向
き
な
姿
勢
を
継
続
し
て
頂
く
た

め
に
も
、
こ
の
研
修
会
が
そ
の
一
助
に

な
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
来
期
以

降
も
各
組
合
員
企
業
及
び
関
係
各
位
の

ご
協
力
の
も
と
定
期
研
修
会
を
継
続
し
、

1
0
0
％
の
出
席
を
目
指
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

埼
玉
県
鍍
金
工
業
組
合
は
、
平
成
28

年
10
月
16
日（
日
）17
日（
月
）の
2
日

間
、
視
察
研
修
旅
行
を
開
催
し
た
。
初

日
は
横
浜
中
華
街
に
て
昼
食
後
、
横
須

賀
に
て
軍
港
め
ぐ
り
、
江
の
島
に
て
長

旅
の
疲
れ
を
癒
し
、
2
日
目
は
大
協
製

作
所
を
見
学
後
、
横
須
賀
刑
務
所
を
見

学
す
る
行
程
で
開
催
さ
れ
た
。

　

16
日
朝
7
時
45
分
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
裏
手
に
集
合
後
、
参
加
者
25
名
を

乗
せ
た
観
光
バ
ス
は
、
一
路
横
浜
方
面

へ
出
発
。
首
都
高
経
由
で
横
浜
に
入
り

三
菱
み
な
と
み
ら
い
技
術
館
に
到
着
、

M
R
J
、ロ
ケ
ッ
ト
の
エ
ン
ジ
ン
、し
ん

か
い
6
5
0
0
等
の
実
物
大
展
示
等
を

見
学
し
た
。
そ
の
後
横
浜
中
華
街
に
移

動
し
、「
招
福
門
」に
て
昼
食
。
バ
ス
は

横
須
賀
へ
と
移
動
し
、
横
須
賀
市
内
散

策
後
、
横
須
賀
軍
港
め
ぐ
り
を
楽
し
ん

だ
。
当
日
は
港
内
に
自
衛
隊
の
最
新
鋭

空
母「
い
ず
も
」や
、
米
軍
の
イ
ー
ジ
ス

艦
、
南
極
観
測
船「
し
ら
せ
」の
姿
も
有

り
、
天
候
も
相
ま
っ
て「
当
た
り
」の
日

で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

こ
の
ツ
ア
ー
の
後
、バ
ス
は
江
の
島
へ

向
か
い
、宿
泊
地
で
あ
る
文
化
庁
認
定
の

国
の
登
録
有
形
文
化
財
の
ロ
ー
マ
風
呂

で
有
名
な「
岩
本
楼
」へ
到
着
し
た
。

　

周
辺
の
自
由
散
策
や
入
浴
の
後
、
夕

方
よ
り
懇
親
会
が
行
わ
れ
終
始
和
や
か

に
懇
親
が
は
か
ら
れ
た
。

　

翌
日
は
生
憎
の
雨
と
な
っ
た
が
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
江
の
島
か
ら
横
浜
市

保
土
ヶ
谷
区
の
大
協
製
作
所
に
向
か
う

こ
と
と
な
っ
た
。
同
社
は
知
的
障
害
者

を
中
心
に
先
代
か
ら
56
年
間
雇
用
を
続

け
て
い
る
業
界
で
も
著
名
な
企
業
で
あ

り
、
厚
生
省
の
障
害
者
雇
用
優
良
企
業

に
も
認
定
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
全
鍍

連
会
長
で
も
あ
る
経
営
者
の
栗
原
敏
郎

氏
に
経
営
の
特
色
に
つ
い
て
直
接
伺
う

こ
と
が
で
き
た
。

　

昭
和
29
年
に
創
業
さ
れ
た
同
社
は
、

電
気
亜
鉛
・
カ
チ
オ
ン
電
着
・
バ
レ
ル
研

磨
を
主
業
務
と
し
、
従
業
員
55
名
中
35

名
が
障
害
者
で
あ
る
。
亜
鉛
・
電
着
塗

装
等
主
力
ラ
イ
ン
は
極
力
自
動
化
が
図

ら
れ
、
障
害
者
は
引
っ
か
け
等
の
作
業

に
従
事
し
て
い
る
。
障
害
者
と
は
い

え
、
こ
ち
ら
に
対
し
て
挨
拶
が
し
っ
か

視
察
研
修
旅
行

　
株
式
会
社 

大
協
製
作
所
見
学  
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り
で
き
る
等
か
な
り
教
育
さ
れ
て
い
る

様
子
が
見
て
と
れ
た
。

　

亜
鉛
め
っ
き
ラ
イ
ン
は
1
ハ
ン
ガ
ー

に
対
し
1
電
源
を
充
て
ら
れ
る
特
注
仕

様
で
細
か
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る

よ
う
だ
。
安
全
対
策
・
め
っ
き
の
条
件

設
定
等
の
知
識
が
必
要
な
作
業
は
健
常

者
が
行
い
、
ラ
イ
ン
の
記
録
等
も
障
害

者
が
記
録
で
き
る
よ
う
工
夫
を
さ
れ
て

い
る
様
子
だ
っ
た
。
実
作
業
に
つ
い
て

は
障
害
者
が
障
害
者
を
教
育
す
る
な
ど

の
シ
ス
テ
ム
も
構
築
し
て
い
る
様
子
。

40
代
で
体
力
が
落
ち
る
た
め
、
労
働
か

ら
福
祉
方
面
へ
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
し
フ

ル
タ
イ
ム
を
や
め
て
パ
ー
ト
タ
イ
ム
に

す
る
等
し
て
長
期
雇
用
で
き
る
よ
う
工

夫
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

障
害
者
と
健
常
者
で
は
障
害
者
を
信

じ
る
方
針
で
、
余
裕
の
あ
る
健
常
者
が

減
っ
て
い
る
せ
い
か
、
健
常
者
の
ほ
う

が
定
着
率
は
悪
く
、
障
害
が
重
い
ほ
う

が
定
着
率
が
良
い
の
だ
そ
う
。

　

他
に
も
節
電
や
ガ
ス
削
減
に
よ
る
省

エ
ネ
活
動
や
企
業
内
人
材
育
成
助
成
金

を
利
用
し
就
業
規
則
に
報
償
金
の
項
目

を
設
け
る
技
能
検
定
の
制
度
変
更
等
、

徹
底
し
た
機
会
活
用
に
よ
り
利
益
の
最

大
化
を
図
る
企
業
姿
勢
は
学
ぶ
と
こ
ろ

が
多
か
っ
た
。

　

大
協
製
作
所
を
見
学
後
、
バ
ス
は
横

須
賀
を
再
び
目
指
し
市
内「
魚
藍
亭
」に

て
昼
食
。

　

ド
ブ
板
通
り
を
1
時
間
ほ
ど
散
策

後
、横
須
賀
刑
務
所
に
向
か
っ
た
。

　

同
所
は
旧
海
軍
の
海
軍
監
獄
と
し
て

設
立
さ
れ
、
終
戦
後
は
外
国
軍
属
の
軍

紀
違
反
者
の
集
禁
施
設
と
し
て
使
用
さ

れ
た
後
、
現
在
は
軽
犯
罪
の
服
役
者
に

石
鹸
製
造
等
の
刑
務
作
業
を
科
す
収
容

施
設
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
は
服
役
後
の
就
労
支
援
と
い
う

視
点
か
ら
説
明
を
受
け
た
。

　

石
鹸
を
製
造
す
る
工
程
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ

9
0
0
1
を
取
得
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
整
っ
て
お
り
、
動
線
や
注
意
書
き

の
表
示
は
工
場
顔
負
け
に
整
備
さ
れ
て

い
た
。

　

着
座
に
て
の
就
労
支
援
の
取
組
に
つ

い
て
は
実
例
を
交
え
て
、
か
な
り
詳
細

な
内
容
を
聞
く
こ
と
も
で
き
、
人
手
不

足
・
人
材
難
が
危
惧
さ
れ
る
現
在
、雇
用

の
一
つ
の
手
段
と
し
て
十
分
検
討
す
る

余
地
が
あ
る
と
思
う
に
至
っ
た
。

　

こ
の
後
、
バ
ス
は
帰
路
に
就
き
大
黒

埠
頭
S
A
で
土
産
を
選
ん
だ
後
、17
時

頃
解
散
場
所
と
な
る
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

に
到
着
、
無
事
に
今
回
の
視
察
研
修
旅

行
を
終
了
し
た
。

　

今
回
の
視
察
の
テ
ー
マ
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
た
C
S
R（
企
業
の
社
会
的

責
任
）は
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る
時
代

に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
回

の
視
察
で
は
こ
れ
か
ら
の
組
合
と
し

て
、
ま
た
そ
の
所
属
企
業
と
し
て
良
い

ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

見
学
に
ご
協
力
下
さ
っ
た
関
係
先
の

皆
様
、
お
忙
し
い
中
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
組
合
員
の
皆
様
、
本
当
に
有
難

う
御
座
い
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

総
務
委
員

　
山
本
隆
治
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平
成
28
年
11
月
24
日（
木
）埼
玉
県
産

業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
第
59
回

め
っ
き
技
術
競
技
会
外
観
審
査
会
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
関
東
学
院
大
学
山
下

名
誉
教
授
、山
崎
特
級
め
っ
き
技
能
士
、

新
任
の
セ
ン
タ
ー
關
根
室
長
よ
り
ご
挨

拶
を
頂
戴
し
、黒
澤
理
事
長
・
吉
田
担
当

副
理
事
長
・
各
技
術
委
員
並
び
に
セ
ン

タ
ー
担
当
各
位
の
紹
介
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

　

審
査
に
先
立
ち
、
諸
案
件
に
関
す
る

意
見
交
換
・
審
査
実
施
の
注
意
事
項
説

明
が
あ
り
、
各
性
能
試
験
結
果
を
踏
ま

え
、
各
競
技
部
門
に
付
き
技
術
委
員
二

名
が
そ
れ
ぞ
れ
審
査
を
実
施
し
た
後
、

山
下
・
山
崎
両
先
生
に
最
終
判
定
を
お

願
い
し
、
外
観
審
査
得
点
を
加
算
し
た

最
終
結
果
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
め
っ
き
技
術
競
技
会
各
賞
受

賞
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
別
表
に
て

ご
確
認
下
さ
い
。

　

ま
た
、
本
年
度
も
各
事
業
所
様
に
は

多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
、
参
加
企
業

数
29
社
・
複
数
部
門
応
募
も
含
め
ま
す

と
38
社
・
申
込
試
料
総
数
は
42
件
の
ご

参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

　

皆
様
ご
多
忙
の
中
、
沢
山
の
ご
参
加

を
頂
き
ま
し
た
事
は
、
ひ
と
え
に
皆
様

方
の
ご
尽
力
の
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
新
た
に
競
技
会
審
査

結
果
の
評
価
点
に
加
え
、
各
性
能
試
験

で
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
付
け
加
え
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
の
で
、
各
事
業
所
様
の
性

能
試
験
の
目
安
と
し
て
ご
利
用
頂
き
、

更
な
る
技
術
向
上
に
役
立
て
て
頂
く

為
、
本
競
技
会
を
ご
活
用
頂
け
た
ら
と

願
う
次
第
で
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
よ
り
最
新
測
定
機
器

を
完
備
さ
れ
ま
す
セ
ン
タ
ー
を
よ
り
ご

理
解
・
ご
活
用
頂
け
る
様
、表
彰
式
講
演

と
致
し
ま
し
て
各
種
試
験
・
測
定
機
器

等
の
御
説
明
を
頂
く
運
び
と
な
り
ま
し

た
の
で
、是
非
併
せ
て
ご
聴
講
下
さ
い
。

　

最
後
と
な
り
ま
す
が
、
め
っ
き
技
術

競
技
会
受
賞
事
業
所
様
並
び
に
、
排
水

管
理
優
良
受
賞
事
業
所
様
に
お
祝
い
を

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
開
催
に
あ

た
り
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た

関
係
各
位
並
び
に
今
回
ご
参
加
下
さ
い

ま
し
た
全
て
の
事
業
所
様
に
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。技

術
委
員
長

　
新
谷
祐
司

埼
玉
県
め
っ
き
技
術
競
技
会
審
査
会
の
開
催

平成29 年1月20日（7）



平成28年度（第59回）埼玉県めっき技術競技会審査結果

表彰区分　　　　　
部門 装飾用クロム

めっきの部 亜鉛めっきの部 工業用クロム
めっきの部

バレル亜鉛
めっきの部

無電解ニッケル
めっきの部

埼 玉 県 知 事 賞 ふたば工業㈱ ㈱トーツー創研
大森　留次

㈱精硬クローム工業
大平　義和

㈱大倉 高松電鍍工業㈱
無電解Ni 1号ライン

埼 玉 県 産 業
労 働 部 長 賞

㈱甲斐野テックス
長谷川　学

㈱大宮鍍金工業
須永　勝則

新硬クローム工業㈱ ㈱小築鍍金工業所
森　正伸

吉野電化工業㈱

埼 玉 県 産 業 技 術
総 合 セ ン タ ー 長 賞

㈱渡辺鍍金工業所
渡邉　順一

㈲池澤鍍金工業所
藤原　亘　

㈱ミドリ技研
山崎　宏昭

カツデン㈱ ㈱パーツ精工 表面処理事業部
小野　友義

埼 玉 県 中 小 企 業
団 体 中 央 会 長 賞

㈲小林鍍金工業 押尾化学工業㈲ 吉野電化工業㈱ ㈱大宮鍍金工業
眞下　　薫

スリーケ㈱

埼 玉 県 鍍 金 工 業
組 合 理 事 長 賞

㈱東工業 吉野電化工業㈱ ㈱オーク埼玉工場 A
ディアス スガ アキラ エンリケ

㈲小林鍍金工業 ㈱明光社

フ ジ サ ン ケ イ
ビ ジ ネ ス ア イ 賞

㈲坂寄鍍研精工 ㈱大倉 仁科工業㈱
佐藤　真弥

㈱東工業 日本電鍍工業㈱

産 業 通 信 社 賞 ㈲今井メッキ工業所
今井　翔悟

㈲阪本鍍金 東洋硬化クローム㈱ 押尾化学工業㈲ ㈱精硬クローム工業
岸　勇次

連続年数 支 部 プレート授受事業所 連続年数 支 部 プレート授受事業所

5 年 連 続 第 1 支 部 新田興業㈱ 1 年 第 5 支 部 カツデン㈱

1 年 〃 ㈱サニー電化 〃 〃 ㈲池澤鍍金工業所

〃 〃 ㈲二幸鍍金工業所 19年連続 第 6 支 部 ㈱東工業

15 年連続 第 2 支 部 ㈱島崎鍍金 4 年 連 続 〃 仁科工業㈱　A工場

16年連続 第 3 支 部 栄電子工業㈱ 〃 〃 ㈱大宮鍍金工業（本社）

4 年 連 続 〃 ㈲石井鍍金工業 2 年 連 続 〃 仁科工業㈱　B工場

3 年 連 続 〃 押尾化学工業㈲ 〃 〃 ㈲生田目鍍金

3 年 連 続 第 4 支 部 ㈲吉田商店 〃 〃 ㈱小林鍍金工業

33年連続 第 5 支 部 ㈱イシワタ 〃 〃 仁科工業㈱　E工場

8 年 連 続 〃 ㈲植木硬質クローム工業所 12年連続 第 7 支 部 ㈱精硬クローム工業（第2工場）

2 年 連 続 〃 朝日工業㈱ 5 年 連 続 〃 ㈱明光社

〃 〃 松原金属工業㈱ 3 年 連 続 〃 新硬クローム工業㈱

〃 〃 ㈱安藤化成 〃 〃 ㈱ダイエイバレル

〃 〃 吉野電化工業㈱（第2工場） 〃 〃 ㈲堤北鍍金

〃 〃 ㈱新和エコー（第1工場） 2 年 連 続 ㈱精硬クローム工業（第1工場）

1 年 〃 ㈱新和エコー（本社） 1 年 〃 ㈲石田電解研磨工業所

〃 〃 双葉硬質クローム工業所 〃 〃 ㈲共栄工業

平成28年度排水管理優良事業所
平成27年10月～平成28年9月
表彰事業所

埼玉県知事感謝状 11年連続 第２支部 ㈱長沢製作所

埼玉県鍍金工業組合理事長表彰

5年連続 第７支部 ㈲坂寄鍍研精工

3年連続 第６支部
仁科工業㈱　D工場

㈱大宮鍍金工業（川越工場）
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平
成
28
年
度
、
全
国
鍍
金
工
業
組
合
連

合
会
、
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

は
、
平
成
28
年
10
月
7
日
栃
木
県
那
須

町
の「
ホ
テ
ル
エ
ピ
ナ
ー
ル
那
須
」で
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
1
部
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
、
ホ
テ

ル
２
Ｆ　

葵
の
間
で
開
催
さ
れ
、
茨
城

県
鍍
金
工
業
組
合　

溝
口
輝
明
理
事
長

よ
り
開
会
が
宣
言
さ
れ
た
後
、
幹
事
県

代
表
と
し
て
栃
木
県
鍍
金
工
業
組
合　

林
直
明
理
事
長
が
代
表
挨
拶
を
さ
れ
ま

し
た
。
少
子
化
等
の
懸
念
材
料
、
土
壌

汚
染
問
題
等
の
若
手
・
次
世
代
へ
の
課

題
に
つ
い
て
ふ
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
来
賓
挨
拶
と
し
て
、
全
鍍
連　

栗
原
敏
郎
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
全

国
め
っ
き
技
術
コ
ン
ク
ー
ル　

女
性
経

営
者
部
会
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
議
事
に
移
り
、
議
長
は
幹
事

県
を
代
表
し
栃
木
県
の
林
直
明
理
事
長

が
務
め
る
こ
と
と
な
り
、
ま
ず
は
全
鍍

連
概
況
報
告
を
清
水
篤
人
専
務
理
事
が

報
告
さ
れ
、組
合
員
・
事
業
所
数
な
ど
の

概
況
の
他
、
特
に
労
働
安
全
衛
生
法
の

改
正
に
と
も
な
る
平
成
28
年
6
月
1
日

よ
り
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
た
リ
ス
ク

ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
ほ
う
素
・

ふ
っ
素
・
亜
鉛
の
暫
定
排
水
基
準
に
つ

い
て
詳
し
く
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
平
成
29
年
度
の
幹
事
県
が
決

定
さ
れ
、次
回
は
神
奈
川
・
山
梨
・
静
岡

が
務
め
る
こ
と
と
な
り
幹
事
県
代
表
と

し
て
神
奈
川
県
鍍
金
工
業
組
合　

薄
衣

敏
則
副
理
事
長
が
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
閉
会
の
辞
を
千
葉
県
鍍
金
工

業
組
合　

福
井
順
子
理
事
長
が
行
い
、

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

休
憩
を
は
さ
み
、
第
1
部
と
同
じ

2
F　

葵
の
間
に
て
第
2
部
の
懇
親
会

の
席
が
設
け
ら
れ
、
各
参
加
組
合
の
紹

介
を
交
え
な
が
ら
美
味
し
い
お
酒
と
料

理
に
舌
鼓
を
打
ち
、
終
始
和
や
か
な
懇

親
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

1
部
の
会
議
と
2
部
の
懇
親
会
の
間

に
は
約
2
時
間
の
入
浴
用
の
休
憩
を
挟

ん
で
頂
く
等
、遠
方
か
ら
来
ら
れ
た
り
、

家
族
連
れ
で
来
ら
れ
た
会
議
参
加
者
に

対
す
る
幹
事
県
の
方
々
の
お
心
遣
い
を

感
じ
る
催
し
で
し
た
。

　

幹
事
県
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
茨
城
県
、

千
葉
県
、栃
木
県
の
皆
様
方
に
は
、大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
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54
回
全
国
大
会
を
、11
月
25
日
に
、機

械
振
興
会
館
に
て
出
席
者
１
７
０
名
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
池
田
総
務
委
員
長
の
司

会
進
行
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
最
初
に
神

谷（
博
）副
会
長
が
開
会
宣
言
を
述
べ
た

後
、
国
歌
斉
唱
並
び
に
業
界
関
係
物
故

者
へ
の
黙
祷
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
主
催
者
を
代
表
し
て
、
研
修
視
察
旅

行
で
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、
株
式

会
社
大
協
製
作
所
の
社
長
で
あ
り
全
鍍

連
の
栗
原
会
長
が
、

「
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
全
国
か
ら
第

54
回
全
国
大
会
に
ご
出
席
く
だ
さ
り
、

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
コ
ン

ク
ー
ル
の
参
加
件
数
が
昨
年
度
に
引
き

続
き
過
去
最
高
件
数
を
更
新
し
ま
し

た
。
今
年
も
上
位
の
点
差
が
極
め
て
僅

差
で
あ
っ
た
こ
と
を
聞
い
て
お
り
、
本

年
度
も
大
変
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
大
会
と
な

り
ま
し
た
。
さ
て
先
日
メ
キ
シ
コ
へ
視

察
を
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
グ
ロ
ー
バ

ル
レ
ベ
ル
で
品
質
競
争
が
一
層
厳
し
く

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。『
日
本
の
力
、

め
っ
き
の
力
』
に
恥
じ
な
い
よ
う
、
引

き
続
き
業
界
の
技
能
向
上
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
、
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。」と
挨
拶
を
述
べ
ま
し

た
。

　

大
会
表
彰
に
移
り
、
埼
玉
県
の
表
彰

者
は
、
別
表
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

尚
、第
54
回
全
国
大
会
宣
言（
ス
ロ
ー

ガ
ン
）『「
日
本
の
力 

め
っ
き
の
力
」
技

の
こ
だ
わ
り 

日
本
の
も
の
づ
く
り
を

動
か
す
原
動
力
』に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

全
鍍
連
第
54
回
全
国
大
会

平成29 年1 月20日 （10）



54
回
全
国
大
会
の
埼
玉
会
員
の
表
彰
者

組
合
功
労
役
員
表
彰

吉
田　

幸
司

　
　

有
限
会
社
吉
田
商
店

出
野　

哲
也

　
　

株
式
会
社
大
宮
鍍
金
工
業

新
谷　

祐
司

　
　

新
硬
ク
ロ
ー
ム
工
業
株
式
会
社

小
林　
　

勝

　
　

株
式
会
社
パ
ー
ツ
精
工

環
境
整
備
優
良
事
業
所
認
定
事
業
所

株
式
会
社
明
光
社

全
国
め
っ
き
技
術
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

・
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
会
長
賞

【
亜
鉛
め
っ
き
部
門
】

　

新
藤　

靖
幸

　
　

新
光
メ
ッ
キ
工
業
株
式
会
社

・
日
刊
工
業
新
聞
社
賞

【
研
磨
‐
装
飾
ク
ロ
ム
め
っ
き
部
門
】

　

長
谷
川　

学

　
　

株
式
会
社
甲
斐
野
テ
ッ
ク
ス

・
全
国
鍍
金
工
業
組
合
連
合
会
会
長
賞

【
装
飾
ク
ロ
ム
め
っ
き
部
門
】

　

山
上　

寛
之

　
　

日
本
電
鍍
工
業
株
式
会
社

・
全
国
鍍
金
工
業
組
合
連
合
会
会
長
賞

　

銀
賞

【
装
飾
ク
ロ
ム
め
っ
き
部
門
】

　

疋
田　

充
広

　
　

高
松
電
鍍
工
業
株
式
会
社

【
亜
鉛
め
っ
き
部
門
】

　

長
澤　

智
久

　
　

株
式
会
社
長
沢
製
作
所

　

佐
藤　

真
弥

　
　

仁
科
工
業
株
式
会
社

・
全
国
鍍
金
工
業
組
合
連
合
会
会
長
賞

　
銅
賞

【
装
飾
ク
ロ
ム
め
っ
き
部
門
】

　

佐
藤　

真
弥

　
　

仁
科
工
業
株
式
会
社

【
亜
鉛
め
っ
き
部
門
】

　

山
上　

寛
之

　
　

日
本
電
鍍
工
業
株
式
会
社

　

平
成
28
年
11
月
29
日（
火
）埼
玉
県
川

口
市
駅
前
市
民
ホ
ー
ル
フ
レ
ン
デ
ィ
ア

に
て
本
年
度
川
口
産
業
功
労
表
彰
式
に

併
せ
て
川
口
市
産
業
技
術
・
技
能
者
顕

彰
制
度
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
組
合
第
7
支
部
か
ら
昨
年
受
賞
さ

れ
た
株
式
会
社
明
光
社
石
下
一
明
会
長

に
続
き
、
本
年
度
は
株
式
会
社
ダ
イ
エ

イ
バ
レ
ル
瀬
野
徹
会
長
が
応
募
さ
れ
、

見
事
2
年
連
続
の『
川
口
耀
き
賞
』を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

顕
彰
制
度
各
賞
は
、『
か
わ
ぐ
ち
』の

頭
文
字
を
取
っ
て『
川
口
耀
き
賞
』・『
川

口
技
あ
り
賞
』・『
川
口
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ

ン
賞
』・『
川
口
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
』
の
計

四
件
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
更
に
川

口
産
業
技
術
・
技
能
者
大
賞
が
同
制
度

審
査
員
満
場
一
致
で
受
賞
さ
れ
ま
す
。

　

瀬
野
会
長
の
30
年
以
上
の
経
験
の

中
、
二
百
種
類
以
上
も
あ
る
バ
レ
ル
研

磨
用
メ
デ
ィ
ア
の
的
確
な
選
定
や
製
品

に
見
合
っ
た
研
磨
材
が
無
け
れ
ば
、
材

料
の
研
究
・
開
発
ま
で
行
な
い
顧
客

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
来
ら
れ
た
結
果
が

今
を
支
え
て
い
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　

通
常
バ
レ
ル
研
磨
と
云
う
と
、
比
較

的
簡
単
な
機
構
の
加
工
方
法
と
囚
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
複
雑
な
製
品
形
状
に
伴

う
バ
レ
ル
回
転
・
水
量
・
材
料
等
様
々

な
複
合
要
素
の
調
整
が
必
要
と
さ
れ
、

川
口
市
産
業
技
術
・
技
能
者
顕
彰
制
度
表
彰
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瀬
野
会
長
の
素
材
や
精
度
に
対
す
る
技

術
探
究
の
成
果
が
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の

重
要
保
安
部
品
や
最
高
峰
の
バ
イ
ク

レ
ー
ス
等
々
に
活
か
さ
れ
て
お
ら
れ
ま

す
。

　

表
彰
式
で
は
受
賞
者
筆
頭
と
し
て
瀬

野
会
長
が
表
彰
さ
れ
、
同
席
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
し
た
瀬
野
社
長
と
と
も
に
祝
杯

を
挙
げ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

終
わ
り
に
、
株
式
会
社
ダ
イ
エ
イ
バ

レ
ル
瀬
野
会
長
の
受
賞
を
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
技
術
委
員
会
と

致
し
ま
し
て
は
今
後
も
各
事
業
所
様
所

在
地
に
て
同
様
の
技
術
顕
彰
制
度
等
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
応
援
・
協
力
を
さ

せ
て
頂
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

県
内
の
更
な
る
産
業
技
術
向
上
並
び
に

業
界
発
展
の
為
に
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
様
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

技
術
委
員
長

　
新
谷
祐
司

　

埼
玉
県
鍍
金
工
業
組
合
も
皆
様
の
ご

尽
力
と
ご
愛
顧
を
頂
き
、創
立
50
周
年

を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
こ

で
、皆
様
と
歩
ん
で
参
り
ま
し
た
50
年

の
歴
史
を
組
合
記
録
と
し
て
後
世
に
残

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

尽
き
ま
し
て
は
、組
合
行
事
な
ど
で

撮
影
さ
れ
た
お
写
真
を
お
借
り
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

写
真
の
内
容
は
、組
合
行
事
な
ど
で

撮
影
さ
れ
た
写
真（
視
察
研
修
・
賀
詞
交

歓
・
講
習
会
・
支
部
会
）な
ど
を
募
集
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

募
集
の
際
は
ど
ん
な
行
事
で
撮
影
さ

れ
た
写
真
な
の
か
、簡
単
な
説
明
で
構

い
ま
せ
ん
の
で
添
付
し
て
頂
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　

お
借
り
し
た
お
写
真
は
必
ず
ご
返
却

さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、ご
協
力
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

写
真
の
送
付
先
は
、組
合
事
務
局
に

送
っ
て
頂
け
る
か
、デ
ジ
タ
ル
記
録
で

あ
れ
ば
、記
録
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
送
っ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

募
集
期
間
は
平
成
29
年
４
月
ま
で
に

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
の
程
、宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

総
務
副
委
員
長

　
田
中 

知
雄

保
証
企
画
工
芸
株
式
会
社

〒
１
１
０

－

０
０
１
２

東
京
都
台
東
区
竜
泉
１

－

４

－

３

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３（
３
８
７
５
）１
６
４
１

『
組
合
と
の
思
い
出
の
写
真
を
募
集
い
た
し
ま
す
。』
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